
古
靈
寶
經
に
見
え
る
經
典

「
元
始
舊
經
」
の
經
典

と
「
十
部
妙
經
」
の
經
典

の
比
較
を
中
心
に

林

佳

惠

一
、
は
じ
め
に

靈
寶
經
の

究
に
於
い
て

も
根
本

な
問
い
の
一
つ
は
、
靈

寶
經
と
は
ど
の
よ
う
な

味
を
持
つ
經
典
と
し
て

ま
れ
た
の
か
、

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
靈
寶
經
の

源
を
知
る
た
め
の

問
い
で
も
あ
る
。

知
の
よ
う
に
、
靈
寶
經
と
呼
ば
れ
る
經
典
は
、

東
晉
末
頃
か
ら
中
國
江
南
地
域
で
作
ら
れ
始
め
、
劉

中
葉
に
至

り
、

士
陸
修
靜
（
四
〇
六
〜
四
七
七
）
に
よ
っ
て
分

整
理
さ

れ
體
系

さ
れ
た１

）。
陸
修
靜
が
自
身
で
分

整
理
し
た
靈
寶
經
典

を

し
て
作

し
た
靈
寶
經
の
目

２
）に

つ
い
て
は
、
一
九
七
四

年
の
大
淵

爾
氏
の
論

３
）で

紹
介
さ
れ
た
敦
煌
寫
本
ペ
リ
オ
二
八

六
一
の
二
と
ペ
リ
オ
二
二
五
六４

）に
見
え
る
靈
寶
經
の
目

が
、
そ

の

容
を
保
存
し
て
い
る
と
さ
れ
る
。
本
稿
で
は
、
こ
の
敦
煌

書
中
の
靈
寶
經
の
目

を
敦
煌
本
「
靈
寶
經
目

」、
そ
こ
に

さ
れ
る
靈
寶
經
を
古
靈
寶
經
と
呼
ぶ
。

陸
修
靜
が
ど
の
よ
う
な
靈
寶
經

を
持
っ
て
、
靈
寶
經
の
分

整
理
を
行
っ
た
か
は
、
元
嘉
十
四
年
（
四
三
七
）
の

で
あ
る

「
靈
寶
經
目
序
」（『
雲
笈
七
籤
』（
Ｈ
Ｙ
一
〇
二
六
）
第
四

收
。

以
下
、「
目
序
」
と
略
す
）
の
中
の
靈
寶
經
の
神
話
傳
承

な
「

史
」
の
記

か
ら
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
こ
で
開
陳
さ
れ
る
陸

修
靜
の
靈
寶
經

は
、「
元
始
舊
經
」
を
靈
寶
經
の
體
系
の
中
心

に
置
く
も
の
で
あ
る
が
、
つ
と
に

先
學
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て

二
四



い
る
よ
う
に
、
そ
こ
に
は
敦
煌
本
「
靈
寶
經
目

」

經
典
の

容
か
ら
發
想
し
た
と
思
わ
れ
る
、
元
始
天

が
敎

し
、
そ
れ

を

演
し
て
作
ら
れ
た
と
い
う
「
元
始
舊
經
」
の
設
定
が
見
え
、

そ
の
靈
寶
經

は
、
陸
修
靜
が
古
靈
寶
經
に
見
え
る
經
典

を

承
し
、
そ
れ
を
統
合
し
た
も
の
の
よ
う
に
も
見
え
る５

）。
し
か
し
、

當
然
の
こ
と
な
が
ら
、
陸
修
靜
の
靈
寶
經

は
、
經
典
を
分

整

理
す
る
立
場
か
ら
構
築
さ
れ
た
、
言
う
な
れ
ば
靈
寶
經
典
の
體
系

の
理
論
を
示
す
も
の
で
あ
っ
て
、
あ
る
部
分
で
は
古
靈
寶
經
に

在
す
る
經
典

を

承
し
つ
つ
も
、
靈
寶
經
典
の
作

が
自
ら

ん
だ
經
典
に
對
し
て
抱
い
て
い
た
經
典

を

に
統
合
し

承

し
た
も
の
で
は
な
い
と
考
え
る
。
古
靈
寶
經
に

在
す
る
靈
寶
經

と
は
、
そ
の
經
典
作

が
經
典
に
持
た
せ
た
價
値
、
目

、

義
の
反
映
で
あ
り
、
そ
こ
に

頭
に

げ
た
靈
寶
經

究
の
根
本

な
問
い
の
答
え
を
得
る
手
が
か
り
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
本

稿
で
は
、
陸
修
靜
が
考
え
る
「
元
始
舊
經
」
に
示
さ
れ
た
經
典

と
、
古
靈
寶
經
中
に
散
見
す
る
「
十
部
妙
經
」
に
窺
え
る
經
典

の
比
較
を

し
て
、
古
靈
寶
經
中
に

在
す
る
經
典

、

ち
、

經
典
の
作

が
靈
寶
經
を
ど
の

な

味
を
待
つ
經
典
と
し
て
考

え
て
い
た
の
か
を
考
察
す
る
。

筆

は
こ
れ
ま
で
行
っ
て
き
た
古
靈
寶
經
に
つ
い
て
の
考
察
か

ら
、
古
靈
寶
經
が
從
來
考
え
ら
れ
て
き
た
よ
う
な
新
舊
二
系
統
か

ら
構

さ
れ
る
經
典

で
は
な
く
、
よ
り
多
元

な

相
を
示
す

經
典

で
あ
る
と
考
え
て
お
り６

）、
こ
の
「
十
部
妙
經
」
が
示
す
經

典

は
、
古
靈
寶
經

體
に

る
一
元

な
經
典

で
は
な
く
、

古
靈
寶
經
の
中
の
一
部
の
經
典
に
窺
え
る
經
典

と
い
う
こ
と
に

な
る
。
し
か
し
、「
十
部
妙
經
」
に
窺
え
る
經
典

は
、
少
な
く

と
も
、
古
靈
寶
經
の
中
に
は
そ
の
よ
う
な
經
典

の
も
と
で

纂

さ
れ
た
經
典
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
り
、
そ
う

し
た
一
部
の
古
靈
寶
經
の
有
す
る
經
典

に
つ
い
て
考
察
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
も
、
陸
修
靜
が
考
え
る
「
元
始
舊
經
」
の
經
典

の

特
色
に
つ
い
て
、
よ
り

確
に
で
き
る
も
の
と
考
え
る
。

な
お
、
本
稿
で
は
、
敦
煌
本
「
靈
寶
經
目

」
に
「
元
始
舊

經
」
と
し
て

さ
れ
て
い
る
經
典
と
、
陸
修
靜
の
經
典
分

の

カ
テ
ゴ
リ
ー
を
示
す

念
と
し
て
の
「
元
始
舊
經
」
と
を
區
別
し

て
、
後

に
つ
い
て
は
、〞
陸
修
靜
の
考
え
る
「
元
始
舊
經
」〝
と

い
う
言
い
方
を
用
い
る
。

二
五

古
靈
寶
經
に
見
え
る
經
典



二
、
陸
修
靜
の
考
え
る
「
元
始
舊
經
」
の
設
定

「
十
部
妙
經
」
に
つ
い
て
考
察
す
る

に
、
陸
修
靜
の
考
え
る

「
元
始
舊
經
」
が
ど
の
よ
う
な
經
典
と
し
て
設
定
さ
れ
て
い
る
か

を
確

し
て
お
き
た
い
。

ち
、「
目
序
」
を
見
る
と
、

料
１：

陸
修
靜
『
靈
寶
經
目
序
』（『
雲
笈
七
籤
』

四
）、

四

ａ
〜
五
ａ
）：

夫
靈
寶
之

、
始
於

、

之

、
莫
之

記
。

康

長
劫
、
混
沌
無
期
、

之

淪
、
寶
經
不
彰
。
赤

革

、

靈

興
焉
。（
中
略
）
上
皇
元
年
、
元
始
下
敎
、
大
法
流
行
。

衆

演
暢
、
修
集

、
以
備
十
部
三
十
六

、
引

後
學
、

救
度
天
人
。
上
皇
之
後
、
六
天

行
、
衆

幽
昇
、
經

大

羅
。
自
茲
以
來
、
廻

元
法
。（
中
略
）

之
後
、
續
祚

之
君
、
罷
除

、

民
、
衆

勢
訖
。
此
經
當
行
。

推
數
考
實
、
莫
不
信
然
。
期

至
、
大
法
方
隆
。
但
經
始

興
、
未
盡
顯
行
。
十
部
舊
目
、
出

三
分
（
夫
れ
靈
寶
の

は
、

に
始
ま
り
、

の

、
之
を

記
す
る
莫
し
。

康
は
長
劫
に
し
て
、
混
沌
と
し
て
期
無
く
、

は
之
れ

淪
し
、
寶
經
彰
ら
か
な
ら
ず
。
赤

に

を
革
め
、
靈

焉

に
興
る
。（
中
略
）
上
皇
元
年
、
元
始
敎
を
下
し
、
大
法
流

行
す
。
衆

演
暢
し
、

を
修
集
し
、
以
て
十
部
三
十
六

を
備
へ
、
後
學
を
引

し
、
天
人
を
救
度
す
。
上
皇
の
後
、

六
天

行
し
、
衆

幽
昇
し
、
經
は
大
羅
に

る
。
茲
よ
り

以
來
、
元
法
を
廻

す
。（
中
略
）

の
後
、
續
祚
の
君
、

を
罷
除
し
、

民
を

し
、
衆

の
勢
ひ
訖
は
る
。

此
の
經
當
に
行
ふ
べ
し
。
數
を
推
し
實
を
考
ふ
る
に
、
信
然

な
ら
ざ
る
は
莫
し
。
期

に
至
り
、
大
法
方
に
隆
ん
な
ら

ん
と
す
。
但
だ
經
始
め
て
興
り
、
未
だ
盡
く
は
顯
行
せ
ず
。

十
部
舊
目
、
出
づ
る

は
三
分
な
り
）、

と
あ
り
、「
目
序
」
の
こ
の
よ
う
な
靈
寶
經
の
神
話
傳
承

な

「

史
」
の

容
か
ら
、
陸
修
靜
は
「
元
始
舊
經
」
を

の
よ
う

に
設
定
し
て
い
た
こ
と
が

る
。

①
元
始
天

が
「
靈
寶
之

」
を

演
し
、

作
さ
れ
た
經

典
で
あ
る
。

②
六
天
の
支

が
始
ま
る
と
地
上
を
去
っ
て
大
羅
天
に

り
、

そ
こ
に

藏
さ
れ
る
。

二
六

古
靈
寶
經
に
見
え
る
經
典



③
劉

王

の
樹
立
に
際
し
て
、
そ
の
瑞
兆
と
し
て

び
地

上
に
出
現
し
始
め
る
。

設
定
の
②
③
に
つ
い
て
は
、
以
下
に
示
す
『
太
上
靈
寶

天

自
然
玉
字
』（
Ｈ
Ｙ
九
七
、
以
下
、『

玉
字
』
と
略
す
）

四

に
見
え
る

容
か
ら
、
陸
修
靜
は
そ
の
着
想
を
得
た
可
能
性
が
考

え
ら
れ
る７

）。

ち
、

料
２：

『

玉
字
』

四
（
二
四
ａ
〜
ｂ
）：

今
粗
解
天
書
五
合

義
、
其

足
開
度
天
人

苦
根
、
大

法
開
張
、
澤
被
十
方
、
今
生
來
世
男
女
善
人
、
當
得
此
恩
。

然
按
元
陽
玉

、
九
天
推
數

行
、
靈
關

廻
、
三
十
二
天

一
交
、

出
行
、
萬
姓
心

詐
共
崇
奉
、
此

當

大
羅

之
上
、
七
寶
宮
中
。
三
五

竟
、
萬

勢
訖
、
大

隆
興
、

下
世
度
人
、
誅
罷

座
、

民
、

德
興
隆
、
天
下
太

平
、
國

享
祚
、
十
方
寧
焉
。
眞
經
輔
世
、
善
瑞
日
生
。

（
中
略
）
當
有
靑

、
九
種
仙
人
乘
九
色
之

、
出

泰
山
、

齎
此
眞
經
、
以

不
詳
、
眞
經
下
世
（
今
天
書
五
合
の

の

義
を
粗
解
す
る
に
、
其
の

天
人
を
開
度
し

苦
根
を

す

る
に
足
り
、
大
法
開
張
し
、
澤
は
十
方
に
被
り
、
今
生
來
世

の
男
女
善
人
、
當
に
此
の
恩
を
得
る
べ
し
。
然
し
て
元
陽
玉

に
按
ず
る
に
、
九
天
數
を
推
し

行
し
、
靈
關

く
廻
り
、

三
十
二
天
一
た
び
交
わ
れ
ば
、

出
で
行
な
は
れ
、
萬
姓

心
に
詐
り
を

き
共
に
崇
奉
し
、
此
の

當
に
大
羅
の
上
、

七
寶
宮
中
に

ら
ん
と
す
。
三
五

り
竟
り
、
萬

の
勢
ひ

訖
り
、
大

隆
興
し
、
世
に
下
り
て
人
を
度
し
、

座
を
誅

罷
し
、

民
を

せ
ば
、

德
興
隆
し
、
天
下
太
平
と
な

り
、
國

は
祚
ひ
を
享
け
、
十
方
寧
ん
ず
る
な
り
。
眞
經
は

世
を
輔
け
、
善
瑞
日
ゝ
生
ず
。（
中
略
）
當
に
靑

、
九
種

仙
人
有
り
て
九
色
の

に
乘
り
、
泰
山
を
出

し
、
此
の
眞

經
を
齎
し
、
以
て
不
詳
を

は
ん
と
し
、
眞
經
世
に
下
る
べ

し
）、

と
あ
り
、『

玉
字
』
で
は
「

出
行
」
云
々
と
表
現
さ
れ

る
世
の

れ
を
機
に
、
天

で
あ
る
「
天
書
五
合

８
）」

は
大
羅
天

に

る
が
、
太
平
の
世
が
訪
れ
る
と
地
上
に

び
出
現
す
る
こ
と

が

か
れ
る
。『
目
序
』
で
は
、
こ
の
「
天
書
五
合

」
の
設
定

を
取
り

む
こ
と
で
、「
元
始
舊
經
」
を
劉

の
瑞
兆
で
あ
る

「
天
書
」
と
し
、
そ
れ
に
よ
り
、
陸
修
靜
が
太
平
の
世
の

現

二
七

古
靈
寶
經
に
見
え
る
經
典



（
救
世
の
實
現
）
と
考
え
る
劉

建
國
を

す
る
も
の
と
し
て
、

「
元
始
舊
經
」
の
存
在
を

味
づ
け
て
い
る
と
見
る
こ
と
が
で
き

る
。
と
こ
ろ
で
、
こ
れ
ま
で
古
靈
寶
經
中
に
散
見
す
る
「
十
部
妙

經
」
は
、
陸
修
靜
の
考
え
る
「
元
始
舊
經
」
の
設
定
①
と
の

似

か
ら
、「
元
始
舊
經
」
と
同
義
語
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
て
き
た
。

し
か
し
、
實
際
に
古
靈
寶
經
の
現
行
本
中
の
「
十
部
妙
經
」
を
見

る
と
、
①
の
設
定
が
共

す
る
以
外
に
、
陸
修
靜
の
考
え
る
「
元

始
舊
經
」
と
は
異
な
る
設
定
が
さ
れ
て
い
る９

）。
そ
こ
で

に
、

體

に
「
十
部
妙
經
」
が
ど
の
よ
う
な
も
の
と
し
て
設
定
さ
れ
て

い
る
の
か
に
つ
い
て
見
て
行
き
た
い
。

三
、
古
靈
寶
經
に
見
え
る
「
十
部
妙
經
」

（
一
）「
十
部
妙
經
」
の
語
が
見
え
る
古
靈
寶
經
典

「
十
部
妙
經
」
は
、
敦
煌
本
「
靈
寶
經
目

」

の
「
元
始

舊
經
」
に
分

さ
れ
た
經
典
の
一
部
に
見
え
る
語
で
あ
り
、
現
存

す
る
テ
キ
ス
ト
で
「
十
部
妙
經
」
に
言

す
る
經
典
は
以
下
の
五

件
で
あ
る
。

（
１
）『
元
始
五
老
赤
書
玉

眞

天
書
經
』（
Ｈ
Ｙ
二
二
、
以

下
『
天
書
經
』
と
略
す
）

（
２
）『
太
上
洞
玄
靈
寶
赤
書
玉
訣
妙
經
』（
Ｈ
Ｙ
三
五
二
、
以

下
『
玉
訣
妙
經
』
と
略
す
）

（
３
）『
洞
玄
靈
寶
長
夜
之
府
九
幽
玉

眞
科
』（
Ｈ
Ｙ
一

四
〇
〇
、
以
下
『
九
幽
玉

眞
科
』
と
略
す
）

（
４
）『
太
上

天
靈
書
度
命
妙
經
』（
Ｈ
Ｙ
二
三
、
以
下
『
度

命
妙
經
』
と
略
す
）

（
５
）『
三
元
戒
品
』（
※
こ
れ
の
み
敦
煌
本
「
靈
寶
經
目

」

目
名
）

こ
の

、（
３
）の
『
九
幽
玉

眞
科
』
は
、

末
の
法
信
規

定
中
の
四
條
項
に
「
靈
寶
眞

十
部
妙
經
」
と
記

す
る
の
み
で
、

「
十
部
妙
經
」
に
つ
い
て
の

體

な
言

は
な
い
。（
５
）の

『
三
元
戒
品
』
の
現
行
本
の
『
太
上
大

三
元
品
誡
謝
罪
上
法
』

（
Ｈ
Ｙ
四
一
七
）、『
太
上
洞
玄
靈
寶
三
元
品
戒
功
德

重
經
』（
Ｈ

Ｙ
四
五
六
）
に
は
「
十
部
妙
經
」
の
語
は
見
え
な
い
が
、『
元
始

無
量
度
人
上
品
妙
經
四

』（
Ｈ
Ｙ
八
七
、
以
下
『
度
人
經
』
四

本
と
略
す
）

二
の
嚴
東

の
中
の
『
三
元
戒
品
』
の

略
部
分

に
そ
の
語
が
見
え
る
の
で
、
そ
れ
を
『
三
元
戒
品
』
の
「
十
部
妙

二
八

古
靈
寶
經
に
見
え
る
經
典



經
」
に
言

す
る
部
分
と
し
て
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
こ
で
は
、

（
３
）の
『
九
幽
玉

眞
科
』
を
除
く
四
件
の

中
の
「
十
部

妙
經
」
に
言

す
る
部
分
か
ら
、
こ
れ
ら
の
靈
寶
經
典
の
中
で

「
十
部
妙
經
」
が
ど
の
よ
う
な
も
の
と
し
て
設
定
さ
れ
て
い
る
か

を
分
析
し
、
そ
こ
か
ら
窺
え
る
そ
れ
ら
の
古
靈
寶
經
典
に

在
す

る
靈
寶
經

に
つ
い
て
考
察
す
る
。

（
二
）
陸
修
靜
の
考
え
る
「
元
始
舊
經
」
の
設
定
と

似
す
る

「
十
部
妙
經
」
の
設
定

こ
こ
で
は
先
ず
、
陸
修
靜
の
考
え
る
「
元
始
舊
經
」
の
設
定
①

と
同

の
設
定
が
、「
十
部
妙
經
」
に
も
見
え
る
こ
と
を
確

し

て
お
き
た
い
。

料
３：

『
度
命
妙
經
』

（
Ａ
）
汝
見
眞

在
光
中
不
。
此

以

之
年
、
出
於
此

土
。
時
與
高
上
大

玉

十
部
妙
經
、
出
法
度
人
（
汝
は

眞

光
中
に
在
る
を
見
る
や
不
や
。
此
の

の
年
を
以

て
、
此
の
土
に
出
づ
。
時
に
高
上
大

玉

と
與
に
十
部
妙

經
を

し
、
法
を
出
だ
し
人
を
度
す
）。（
一
ｂ
）

（
Ｂ
）
天

言
曰
、
我
昔

之
年
、
與
元
始
天
王
、
高
上

玉

、
同
於
此
土
、

靈
寶
眞

出
於

羅
空
山
之
上
。
鳳

凰
孔
雀
、
金
翅

鳥
、
飛

其
巓
。
須

之
頃
、
忽
有
五
色

光

、
洞
照
一
土
、
幽

竝
見
。
我
於
空
山
之
上
、
演
出
眞

、

十
部
妙
經
、
始
於
此
土
、
出
法
度
人
、
欲
令
法

流

後
生
、
其
法
開
張
（
天

言
ひ
て
曰
く
、
我
は
昔

の

年
、
元
始
天
王
、
高
上
玉

と
與
に
、
此
の
土
に
同
ま
り
、

靈
寶
眞

の

羅
空
山
の
上
に
出
づ
る
に

ふ
。
鳳
凰
孔
雀
、

金
翅

鳥
、
其
の
巓
を
飛

す
。
須

の
頃
、
忽
ち
五
色
の

光

有
り
、
一
土
を
洞
き
照
ら
し
、
幽

せ
る
も
の
竝
び
に

見
る
。
我
は
空
山
の
上
に
於
い
て
、
眞

を
演
出
し
、
十
部

妙
經
を

し
、
此
の
土
よ
り
始
め
て
、
法
を
出
だ
し
人
を
度

し
、
法

を
し
て
後
生
を
流

し
、
其
の
法
を
し
て
開
張
せ

し
め
ん
と
欲
す
）。（
七
ａ
〜
ｂ
）

以
上
の
『
度
命
妙
經
』
の
言

を
見
る
と
「
十
部
妙
經
」
は
元

始
天

が
「
靈
寶
眞

」
を

演
し

作
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と

さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
は
確
か
に
陸
修
靜
の
考
え
る
「
元
始
舊
經
」

と
同

の
設
定
で
あ
る
。

に
『
三
元
戒
品
』
に
つ
い
て
、『
度

二
九

古
靈
寶
經
に
見
え
る
經
典



人
經
』
四

本
の
嚴
東

に
見
え
る
『
三
元
戒
品
』（
嚴
東

で

は
『
三
元
品
戒
』
と
な
っ
て
い
る
）
の

略
部
分
を
見
て
み
た
い
。

料
４：
『
三
元
戒
品
』：

藏
本
『
度
人
經
』
四

本

二
、
嚴

東

其
事
自

出
三
元
品
戒
中
、
今
略

一
隅
。
昔

之
年
、

玉
字
始
出
、
日

始

。
天
地
亦
分
、
衆
眞
列
位
。
元
始
出

法
度
人
、

經
十

、

回
十
方
、
度
人

量
之
數
。
元
始

因

作
十
部
妙
經
、
以
紫
筆
書

空
靑
之
林
。
衆

崇
、

爲
經
之

宗
。
故
曰
、
上
品
妙
首
也
（
其
の
事

三
元
品
戒

の
中
に

さ
に
出
づ
る
に
自
り
、
今
一
隅
を
略

す
。
昔

の
年
、
玉
字
始
め
て
出
で
、
日

始
め
て

ら
か
な
り
。

天
地
も
亦
た
分
か
れ
、
衆
眞
は
位
を
列
ぬ
。
元
始
は
法
を
出

だ
し
人
を
度
し
、
經
を

く
こ
と
十

、
十
方
を

回
し
、

人
を
度
す
る
こ
と

量
の
數
な
り
。
元
始
因
り
て
十
部
妙
經

を

作
し
、
紫
筆
を
以
て
空
靑
の
林
に
書
き

す
。
衆

の

崇
ぶ

、
經
の

宗
爲
り
。
故
に
曰
く
、
上
品
妙
首
な
り
、

と
）。（
四
ａ
〜
ｂ
）

こ
こ
で
は
眞

は
「
玉
字
」
と
表
現
さ
れ
て
い
る10

）が
、
こ
れ
を

元
始
天

が
敎

し
、「
十
部
妙
經
」
が

作
さ
れ
た
こ
と
が
見

え
る
。
ま
た
、『
天
書
經
』

下
に
も
、
同

の
設
定
が
見
え
る
。

ち
、

料
５：

藏
本
『
天
書
經
』

下

元
始
自
然
赤
書
玉

眞

、
開

之
後
、
各
付
一

、
安
鎭

五
嶽
。
舊
本
封
於
玄

紫
微
宮
、
衆
眞
侍
衞
、
置
立
玄
科
、

有
俯
仰
之
儀
。
至
五
劫

末
、
乃
傳
太
上
大

君
、
高
上
大

衆
、

天
至
眞
、
奉
修
靈

、

演
玄
義
、
論
解
曲

、

有
十
部
妙
經
三
十
六

。
玉
訣
二

、
以
立

用
。
※
悉
封

紫
微
上
宮
（
元
始
自
然
赤
書
玉

眞

、
開

の
後
、
各
ゝ

一

を
付
し
、
五
嶽
を
安
鎭
す
。
舊
本
は
玄

紫
微
宮
に
封

じ
、
衆
眞
侍
衞
し
、
玄
科
を
置
立
し
、
俯
仰
の
儀
有
り
。
五

劫
の

の
末
に
至
り
、
乃
ち
太
上
大

君
、
高
上
大

衆
、

天
至
眞
に
傳
へ
、
靈

を
奉
修
し
、
玄
義
を

演
し
、
曲

を
論
解
し
て
、
十
部
妙
經
三
十
六

有
り
。
玉
訣
二

、

以
て

用
を
立
つ
。
悉
く
紫
微
上
宮
に
封
ず
）、（
十
二
ａ

〜
ｂ
）

と
あ
り
、『
度
命
妙
經
』
や
『
三
元
戒
品
』
と
同

、「
元
始
自
然

三
〇

古
靈
寶
經
に
見
え
る
經
典



赤
書
玉

眞

」
の
玄
義
が

演
さ
れ
て
「
十
部
妙
經
」
が
作
ら

れ
た
こ
と
が
見
え
る
。
そ
れ
故
、「
十
部
妙
經
」
に
言

す
る
古

靈
寶
經
で
は
共

し
て
、「
十
部
妙
經
」
は
眞

を

演
し
て

作
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
基
本
設
定
が
さ
れ
て
い
た
と
考
え

る
こ
と
が
で
き
る
。
お
そ
ら
く
陸
修
靜
は
、
こ
れ
ら
の
經
典
に
見

え
る
「
十
部
妙
經
」
の
設
定
か
ら
着
想
し
て
、「
元
始
舊
經
」
の

設
定
①
を
考
え
た
と
推
察
さ
れ
る
。
な
お
、
※
を
附
け
た
「
悉
封

紫
微
上
宮
」
の
部
分
は
、
陸
修
靜
の
考
え
る
「
元
始
舊
經
」
の
設

定
②
に

じ
る

容
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
こ
の
後
に
考
察
す
る

「
十
部
妙
經
」
の
設
定
に
照
ら
し
て
、『
天
書
經
』
に
元
か
ら
あ
っ

た
と
す
る
に
は
愼
重
を

す
る
記

で
あ
る
爲
、
こ
れ
に
つ
い
て

は
改
め
て
本
稿
三
の

四
）に

べ
る
。

（
三
）「
十
部
妙
經
」
の

體

な

容

「
十
部
妙
經
」
が
「
靈
寶
眞

」
を

演
し
て

作
さ
れ
た
も

の
で
あ
る
と
し
て
、
古
靈
寶
經
の
中
で
、「
十
部
妙
經
」
の

體

な

容
に
つ
い
て
は
、
ど
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
て
い
た
の
で
あ

ろ
う
か
。
そ
れ
を
知
る
手
が
か
り
と
し
て
、『
玉
訣
妙
經
』

上

や
『
度
命
妙
經
』
の
「
十
部
妙
經
」
に
關
わ
る
記

部
分
が

げ

ら
れ
る
。
先
ず
、『
玉
訣
妙
經
』
に
つ
い
て
見
て
み
る
と
、

の

よ
う
な
記

が
あ
る
。

料
６：

『
玉
訣
妙
經
』

上

（
Ｃ
）

賜
、
吾
於
七
百
萬
劫
、
奉
修
靈
寶
。
立
願
布
施
、

持
戒
執
齋
、

苦
不

、
展
轉
生
死
、

辱

、

除
異

念
、
空
受
無
想
、
積
感
玄
寂
、
得
作
衆

。

常
用
慈
念
、

欲
令
廣
度
衆
生
、
是
男
是
女
、
好
願
至
人
、
咸
使
得
見
靈
寶

妙
法
。
爾
有
善
心
、
來

法
門
、
由
爾

生
萬
劫
已
奉
至
眞
。

功
滿
德
足
、
致
生

世
、
値

法
興
。
今
當
爲
爾
解

凝

、

十
部
妙
經
使
爾
救
度
十
方

天
人
民
（

賜
に

ぐ
、

吾
は
七
百
萬
劫
に
於
い
て
、
靈
寶
を
奉
修
す
。
立
願
し
布
施

し
、
持
戒
し
執
齋
し
、

苦
し
て

か
ず
、
生
死
を
展
轉
し
、

辱

し
、
異
念
を

除
し
、
無
想
を
空
受
し
、
玄
寂
を

積
感
し
、
衆

と
作
る
を
得
た
り
。

は
常
に
慈
念
を
用

っ
て
、
廣
く
衆
生
、
是
男
是
女
、
好
願
の
至
人
を
度
さ
し
め
、

咸
く
靈
寶
の
妙
法
を
見
る
を
得
し
め
ん
と
欲
す
。
爾

な
ん

ぢ
）
に
善
心
有
り
、
來
た
り
て
法
門
に

す
る
は
、
爾
の

三
一

古
靈
寶
經
に
見
え
る
經
典



生
萬
劫
に
已
に
至
眞
を
奉
ず
る
に
由
る
。
功
滿
ち
德
足
り
、

世
に
生
ず
る
を
致
し
、
法
の
興
る
に
値

す
。
今
當
に
爾

が
爲
に
凝

を
解

し
、
十
部
妙
經
も
て
爾
を
し
て
十
方

天
の
人
民
を
救
度
せ
し
め
ん
と
す
）。（
一
ａ
〜
ｂ
）

（
Ｄ
）
吾
受
元
始
眞

舊
經
、

經
度
世
萬
劫
、
當

上

宛
利
天
。

世
後
、
五
濁
之
中

命
不

、
是
男
是
女
不
見

敎
、
常
處

生
壽
無
機
、
而
憂

自
嬰
多
受
枉

、
自

生
自
死
輪
轉
五

、

於
三

八

之
中
、

對
相

無
有

極
已
、
生
死
分
離
無
有
豪
賤
。
實
爲
痛
心
。
今
解

、

以
度
可
度
。
汝
好
正

、
諦
受
吾
言
。
於
是

訣
。

賜
𥡴

首
、
伏
受
敎
旨
（
吾
元
始
眞

舊
經
を
受
け
、
經
を

き
世

を
度
す
こ
と
萬
劫
、
當
に

上
宛
利
天
に

ら
ん
と
す
。

世
の
後
、
五
濁
の
中

命

ば
ず
、
是
な
る
男
是
な
る
女
も

敎
に
見
え
ず
、
常
に

に
處
り
生
壽
に
機
無
く
、
而
し

て
憂

自
ら
嬰
り
多
く
枉

を
受
け
、
自
ら
生
じ
自
ら
死
し

五

を
輪
轉
し
、
三

八

の
中
に

し
、

對
相
ひ

ね

極
り
已
む
こ
と
有
る
無
く
、
生
死
分
離
は
豪
賤
有
る
無
し
。

實
に
爲
に
心
を
痛
む
。
今

を
解

し
、
以
て
度
す
べ
き

を
度
す
。
汝
好
く

を
正
し
、
吾
が
言
を
諦
受
せ
よ
、
と
。

是
に
於
い
て

訣
す
。

賜
𥡴
首
し
、
伏
し
て
敎
旨
を
受

く
）。（
二
ａ
〜
ｂ
）

（
Ｃ
）の
部
分
で
は
、「
法
戒
」
の
傳
授
を
求
め
た
學
士
王

賜
に

對
し
て
、
高
位
の
神
格
で
あ
る
「

」
は
「
十
部
妙
經
」
を
も
っ

て
王

賜
に
衆
生
を
救
濟
さ
せ
よ
う
と
言
い
、（
Ｄ
）の
箇

で
は
、

「
元
始
眞

舊
經
」
の
「

」
が
解

さ
れ
、
同
經
典
二
丁
ｂ

の
そ
の
後
に
續
く
部
分
で
衆
生
救
濟
の
爲
に
王

賜
に
「
靈
寶
大

戒
」
が
傳
授
さ
れ
て
い
る
。

『
度
命
妙
經
』
で
は
「
十
部
妙
經
」
に
關
し
て
、
以
下
の
よ
う

な
記

が
見
え
る
。

料
７：

『
度
命
妙
經
』

（
Ｅ
）
吾

去
後
、
眞

藏
、

度
當
促
、
五
濁
躁
競
、

萬

竝
至
。
感
念
來
生
、
生
在
其
中
、
甘
心
履
罪
、
展
轉
五

、
長
苦
八

、
更
相

、
憂

切
身
。
不
見
經
法
、
不

、
任
命
生
死
。
甚
可
哀
傷
。
深
愍
此
輩
不
知
宿
命
、

對
相

、

從
而
來
。
今
當
爲

來
生
、

十
部
妙
經
、

以
度
天
人
。
汝
可

爲
用
心
。
正

諦
受
、
勿

是
言
（
吾

三
二

古
靈
寶
經
に
見
え
る
經
典



去
せ
し
後
、
眞

藏
し
、

度
當
に
促
り
、
五
濁
躁
競

し
、
萬

竝
び
至
る
べ
し
。
來
生
を
感
念
す
る
に
、
生
じ
て

其
の
中
に
在
り
、
甘
心
し
て
罪
を
履
み
、
五

を
展
轉
し
、

長
く
八

に
苦
し
み
、
更
も
相
ひ

し
、
憂

身
を
切
る
。

經
法
に
見
え
ず
、

に

は
ず
、
命
を
生
死
に
任
す
。
甚

だ
哀
み
傷
む
べ
し
。
此
の
輩
の
宿
命
あ
り
、

對
相
ひ

ね
、

從
り
て
來
た
る

を
知
ら
ざ
る
を
深
く
愍
む
。
今
當
に

ゝ

の
來
生
が
爲
に
、
十
部
妙
經
を

き
、
以
て
天
人
を
度
す
べ

し
。
汝

め
て
爲
に
心
を
用
ふ
べ
し
。

を
正
し
て
諦
受
し
、

是
の
言
を

る
る
勿
か
れ
）。（
二
ａ
）

（
Ｆ
）
吾

去
後
、
眞
經

藏
、
天

轉
促
、
國
當
破

。

來
生
塗
炭
、
不

經
敎
、
流

五
苦
八

之
中
、
男
女
夭
命
、

痛
毒
可
言
。
今
故

是
經
（
吾

去
せ
し
後
、
眞
經

藏
し
、

天

轉
た
促
り
、
國
當
に
破

す
べ
し
。
來
生
塗
炭
し
、
經

敎
に

わ
ず
、
五
苦
八

の
中
を
流

し
、
男
女
夭
命
す
、

痛
毒
言
う
可
し
。
今
故
に
是
の
經
を

く
）。（
七
ｂ
）

（
Ｇ
）（
天

言
曰
）
…
我
封
天

於
此

中
、
故
名
之
爲
洞

靈
之

。
…
（
中
略
）
…
我

去
後
、
此

經

當

鬱

無
量
天
中
。
天
氣
當
促
、
萬
災
夭
命

傷
天
人
、
來
生
塗
炭
、

不

經
敎
、
流

五
苦
、
非
可

見
。
今
故

是
經
（
我

天

を
此
の

中
に
封
ず
、
故
に
之
を
名
づ
け
て
洞
靈
の

と
爲
す
。
…
（
中
略
）
…
我

去
せ
し
後
、
此
の

の
經

當
に
鬱

無
量
天
中
に

る
べ
し
。
天
氣
當
に
促
り
、
萬
災

夭
命
天
人
を

傷
せ
ん
と
し
、
來
生
塗
炭
し
、
經
敎

ば
ず
、

五
苦
を
流

し
、
見
る
を

ぶ
可
き
に
非
ず
。
今
故
に
是
の

經
を

く
）。（
九
ａ
〜
ｂ
）

（
Ｈ
）
吾

去
後
、
經

當

三
界
之
上
、
大
羅
天
中
。
…

（
中
略
）
…
、
不

見
來
世
頑
癡
可
哀
。
故

戒
（
吾

去
せ
し
後
、
經

當
に
三
界
の
上
、
大
羅
天
中
に

る
べ
し
。

…
（
中
略
）
…
、
來
世
の
頑
癡
に
し
て
哀
れ
む
可
き
を
見
る

に

び
ず
。
故
に

戒
を

す
）。（
十
九
ａ
〜
ｂ
）

『
度
命
妙
經
』
で
は
、（
Ｅ
）の
傍
線
部
分
に
「
爲

來
生
、

十
部
妙
經
、
以
度
天
人
」
と
あ
り
、「
十
部
妙
經
」
を

き
、
こ

れ
を
用
い
て
衆
生
を
救
濟
す
る
こ
と
が

か
れ
、
こ
れ
と
同

の

容
が

Ｆ
）、（
Ｇ
）に
も
窺
え
る
。
ま
た

Ｈ
）で
は
、
來
世
の
衆

生
救
濟
の
爲
に
「

戒
」
と

さ
れ
る
戒
を

す
こ
と
が
見
え
る
。

三
三

古
靈
寶
經
に
見
え
る
經
典



こ
れ
ら
か
ら
、『
度
命
妙
經
』
で
は
「
十
部
妙
經
」
は
衆
生
救
濟

の
爲
に

か
れ
る
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
に
は

體

な

容
と
し

て
戒
が
含
ま
れ
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る11

）。

「
十
部
妙
經
」
に
言

す
る
經
典
を
見
る
と
、『
玉
訣
妙
經
』
は
、

經
題
に
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
經
典
自
體
が
眞

の
玉
訣
や
、
眞

の

訣
の
一
つ
で
あ
る
「
靈
寶
大
戒
」
と
總

さ
れ
る
戒
、
眞

と
關
わ
る
科
法
、

ち
儀
禮
の
方
法
の

で
あ
る
「
元
始
靈

寶
五

祭
招
眞
玉
訣
」
等
で
構

さ
れ
て
い
る
。『
天
書
經
』

は
、
眞

の
他
、
眞

由
來
の
眞
符
や
、
そ
れ
ら
の
解

、

び

そ
れ
ら
を
用
い
た
科
法
に
關
す
る

容
構

に
な
っ
て
い
る
。

『
度
命
妙
經
』
も
眞

の

や
そ
の
效

等
の
解

や
眞

に

由
來
す
る
玉

等
で
構

さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
は
、
眞

を

演
し
た

容
で
あ
る
と
言
え
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
推
し
て
、

古
靈
寶
經
で
考
え
ら
れ
て
い
た
「
十
部
妙
經
」
と
は
、

體

に

は

容
に
眞

の

訣
や
科
戒
を
含
ん
だ
、「
十
部
妙
經
」
に
言

す
る
經
典
自
體
を
指
し
て
い
る
と
解
釋
で
き
る
。

（
四
）「

去
」

と
關
わ
る
「
十
部
妙
經
」
の
設
定

古
靈
寶
經
典
中
に
見
え
る
「
十
部
妙
經
」
の
設
定
で
は
、
陸
修

靜
の
考
え
る
「
元
始
舊
經
」
の
設
定
②
③
と
大
き
く
異
な
る
設
定

が
、
經
典
中
に
見
え
る

謂
「

去
」

と
の
か
か
わ
り
か
ら
見

出
せ
る
。
古
靈
寶
經
典
中
の
「

去
」

に
つ
い
て
は
先
學
の
優

れ
た

究12
）が

あ
る
の
で
、
こ
こ
で
は

な

に
留
め
る
が
、

こ
の
「

去
」

と
は
、

高
位
の

神
（
元
始
天

、「

」）

が
地
上
を
去
る
と
い
う
考
え
で
あ
る
。「
十
部
妙
經
」
に
言

す

る
靈
寶
經
典
で
は
、
こ
の
「

去
」

に
關
わ
る
記

の
中
で

「
十
部
妙
經
」
に
對
し
て
、
陸
修
靜
の
考
え
る
「
元
始
舊
經
」
と

は
異
な
る
設
定
が
さ
れ
て
い
る
。『
度
命
妙
經
』
の

料
７
に
示

し
た
部
分
を
見
る
と
、
元
始
天

が
地
上
を
去
る
の
に

い
、
眞

（
眞
經
）
も
地
上
か
ら
失
わ
れ
、
天
界
に

る
こ
と
が

か
れ
、

そ
の
爲
に
地
上
は
「
五
濁
躁
競
、
萬

竝
至
」
と
表
現
さ
れ
る

態
と

す
こ
と
が
豫
言
さ
れ
、
ま
た
、
こ
の
地
上
の
來
世
の
人
々

を
含
め
た
衆
生
救
濟
の
爲
に
「
十
部
妙
經
」
が

か
れ
、
戒
が
地

上
に

さ
れ
る
。
先
に
見
た

料
６
の
『
玉
訣
妙
經
』

上
で
も

Ｄ
）の
傍
線
部
分
か
ら
窺
え
る
の
は
、「
元
始
眞

舊
經
」
が

「

」
と
共
に
天
界
に

っ
て
し
ま
い
、「

敎
」
に
出
會
え
な
い
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「

去
」
後
の
衆
生
の
救
濟
の
爲
に
、
王

賜
に
「
十
部
妙
經
」

が
解

さ
れ
、
そ
の
後
に
「
靈
寶
大
戒
」
が
傳
授
さ
れ
る
に
至
る

況
で
あ
る
。
こ
れ
ら
か
ら
、「

去
」

で
は
「
眞

」
と

「
十
部
妙
經
」
に
對
し
て
そ
れ
ぞ
れ
、

の
よ
う
な
設
定
が
さ
れ

て
い
る
こ
と
が
看
取
さ
れ
る
。
そ
れ
は

ち
、

①
「
眞

（
天

）」
は
、

高
位
の

神
と
共
に
地
上
を

去
り
、
天
界
に

る
も
の
で
あ
る
。

②
「
十
部
妙
經
」
は
、

神
「

去
」
後
の
五
濁
の
中
の
衆

生
救
濟
の
爲
に
地
上
に

さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
地
上
に

お
け
る
衆
生
救
濟
の

で
あ
り
、
そ
の
手
段
と
し
て
の

訣
・
科
戒
で
あ
る
。

と
い
う
設
定
で
あ
る
。
こ
こ
で
天
界
に

る
の
は
眞

で
あ
る
。

例
え
ば
、『
天
書
經
』
に
は
「
五
老
玉

」

ち
、「
元
始
自
然
赤

書
玉

眞

」
が
本
來
、
天
界
の
紫
微
宮
七
寶
玄
臺
に

藏
さ
れ

て
い
た
と

べ
ら
れ
て
い
る
。
以
下
に
、
そ
の
部
分
を
見
る
と
、

の
よ
う
な
記

が
あ
る
。

料
８：

『
天
書
經
』

（
Ｊ
）
五
老
玉

、
皆
空
洞
自
然
之
書
、

於
九
天
靈

紫

微
宮
七
寶
玄
臺
（
五
老
玉

、
皆
空
洞
自
然
の
書
、
九
天
靈

紫
微
宮
七
寶
玄
臺
に

す
）
…
（
後
略
）。（

上
一
ａ
）

（
Ｋ
）
元
始
自
然
赤
書
玉

眞

、
開

之
後
、
各
附
一

安
鎭
五
嶽
。
舊
本
封
於
玄

紫
微
宮
（
元
始
自
然
赤
書
玉

眞

、
開

の
後
、
各
ゝ
一

を
附
し
て
五
嶽
を
安
鎭
す
。

舊
本
は
玄

紫
微
宮
に
封
ず
）。（

下
十
二
ａ
）

こ
の
「
元
始
自
然
赤
書
玉

眞

」
が
太
上
大

君
ら
に
紫
微

宮
で
傳
授
さ
れ
た
こ
と
が
、
同
じ
く
『
天
書
經
』

上
の
七
丁
ａ

に
み
え
る
。

ち
、

（
Ｌ
）（
元
始
天

）
…
登
命
五
老
上
眞
、
披
九
光
八
色
之

、

雲
錦
之
囊
、
出
元
始
赤
書
玉

眞

靈
寶
上
經
、
以
付
太

太

君
、
高
上
玉

、
十
方
至
眞
、

天
大

、
妙
行
眞
人

（
登
ち
に
五
老
上
眞
に
命
じ
、
九
光
八
色
の

、
雲
錦
の
囊

を
披
き
、
元
始
赤
書
玉

眞

靈
寶
上
經
を
出
し
、
以
て
太

太

君
、
高
上
玉

、
十
方
至
眞
、

天
大

、
妙
行
眞

人
に
付
す
）、
…
（
後
略
）、

と
あ
る
こ
と
か
ら
、『
天
書
經
』
の
解

・
補
足
を
す
る
經
典
で

あ
る
と
考
え
ら
れ
る
『
玉
訣
妙
經
』

上
の
、

料
６
の

Ｄ
）に
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見
え
る
「
元
始
眞

舊
經
」
は
こ
の
「
元
始
自
然
赤
書
玉

眞

」
を
指
し
、『
玉
訣
妙
經
』
も
本
來
、
眞

が
天
界
の
紫
微
宮

に

藏
さ
れ
て
い
た
と
い
う
考
え
を
根
底
に
持
つ
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
「

去
」

に
見
え
る
眞

の
天
界

上
と
い
う
設

定
に
は
、
天
書
で
あ
る
眞

が
、
本
來
在
っ
た
場

に

る
、
と

い
う

味
が
含
ま
れ
て
い
る
と
見
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。
天
界
に

る
眞

に
對
し
、「
十
部
妙
經
」
は
地
上
か
ら
失
わ
れ
る
眞

に
代
わ
っ
て
、

神

去
後
の
地
上
で
、「
五
濁
の
中
」
に
置
か

れ
る
衆
生
を
救
濟
す
る
爲
に
地
上
に

さ
れ
る
も
の
と
し
て
設
定

さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
る
と
こ
ろ
、
地
上
に
あ
っ
て
衆
生
を
救
濟
す

る
こ
と
が
「
十
部
妙
經
」
の
存
在

義
で
あ
り
、
こ
れ
は
、「
十

部
妙
經
」
に
該
當
す
る
地
上
に
存
在
す
る
現
實
の
靈
寶
經
典
に
、

そ
の
作

が
與
え
た
經
典
の
存
在

義
で
あ
る
と
言
え
る13

）。
ま
た
、

そ
れ
故
、
先
に

料
５
で
※
印
を
附
け
て
示
し
た
、「
十
部
妙
經
」

の
天
界

藏
を

べ
る
『
天
書
經
』

下
の
「
悉
封
紫
微
上
宮
」

の
記

に
つ
い
て
は
、『
天
書
經
』
を
補
足
解

す
る
と
さ
れ
る

『
玉
訣
妙
經
』
中
に
示
さ
れ
た
「
十
部
妙
經
」
の
存
在

義
と
矛

盾
す
る
こ
と
か
ら
考
え
て
、
後
世
の
加
筆
・
改
訂
が
疑
わ
れ
る14

）。

陸
修
靜
の
考
え
る
「
元
始
舊
經
」
と
古
靈
寶
經
中
に
見
え
る

「
十
部
妙
經
」
と
は
、
同
じ
く
眞

を

演
し
、

作
さ
れ
た
經

典
で
あ
る
と
い
う
基
本
設
定
で
は
あ
る
が
、
陸
修
靜
の
考
え
る

「
元
始
舊
經
」
が
、
天
界
か
ら
降
る
太
平
の
世
の

現
の

と

さ
れ
て
い
る
の
に
對
し
、
古
靈
寶
經
中
の
「
十
部
妙
經
」
は
、
地

上
を
去
る

神
に
よ
っ
て
地
上
に

さ
れ
た
、
地
上
に
お
け
る
衆

生
救
濟
の

と
さ
れ
て
い
る
。
陸
修
靜
の
考
え
る
「
元
始
舊

經
」
と
、
古
靈
寶
經
中
の
「
十
部
妙
經
」
と
の
、
こ
の
よ
う
な
經

典
と
し
て
の
存
在

義
の
大
き
な
相

は
、
經
典

と
い
う
點
か

ら
見
て
、
陸
修
靜
の
考
え
る
「
元
始
舊
經
」
と
、「
十
部
妙
經
」

が
本
來
、
同
義
語
と
し
て

い
得
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
言

え
よ
う
。
と
こ
ろ
で
、「
十
部
妙
經
」
に
言

す
る
古
靈
寶
經
は
、

い
ず
れ
も
敦
煌
本
「
靈
寶
經
目

」
で
「
元
始
舊
經
」
に
分

さ

れ
て
い
る
。

ち
、
陸
修
靜
が
「
元
始
舊
經
」
に
分

し
た
古
靈

寶
經
の
中
に
、
陸
修
靜
の
考
え
る
「
元
始
舊
經
」
の
示
す
經
典

と
は
異
な
る
經
典

を
有
す
る
經
典
が
、「
元
始
舊
經
」
と
し
て

含
ま
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
、
陸
修

靜
の
考
え
る
「
元
始
舊
經
」
は
、
陸
修
靜
の
靈
寶
經
體
系

の
理
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論
と
し
て
の
靈
寶
經

に
基
づ
く
經
典
の
分

念
で
あ
り
、
古

靈
寶
經
本
來
の
在
り

を
反
映
す
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
が
指
摘

で
き
る
。四

、
ま
と
め

こ
れ
ま
で
の
考
察
か
ら
、
古
靈
寶
經
に
見
え
る
「
十
部
妙
經
」

の
設
定
と
、
そ
こ
に
窺
え
る
經
典

は
以
下
の
よ
う
に
ま
と
め
る

こ
と
が
で
き
る
。

①
「
十
部
妙
經
」
は
元
始
天

が
「
靈
寶
眞

」
を

演
し
、

作
さ
れ
た
經
典
で
あ
る
。（
こ
の
設
定
は
、
靈
寶
經
典
の

神

性
・
正
統
性
を
示
す
も
の
と
言
え
る
。）

②
「
十
部
妙
經
」
は
、

體

容
と
し
て
は
眞

の

訣
・
科
戒
の

を
指
す
。
經
典
の

容
構

を
見
る
と
、

「
十
部
妙
經
」
に
言

す
る
經
典
も
「
十
部
妙
經
」
の

容
に
該
當
す
る

訣
・
科
戒
の

を
含
ん
で
い
る
。

ち
、

「
十
部
妙
經
」
に
言

す
る
經
典
自
體
が
、「
十
部
妙
經
」

と
し
て
設
定
さ
れ
て
い
る
と
言
え
る
。

③
「
十
部
妙
經
」
は

神
が
去
っ
た
後
の
五
濁
の
世
で
、
衆

生
を
救
濟
す
る
爲
に
地
上
に

さ
れ
た
經
典
で
あ
る
。
こ

の
設
定
は
、

神

去
後
の
世
界
に
、
經
典
が
作

さ
れ

た
現
實
の
時
代
を
重
ね
合
わ
せ
、
元
始
天

も
、
空
中
に

光
り
輝
き
靈
妙
な
力
を
發
す
る
眞

も
存
在
し
な
い
現
實

の
世
界
に
在
っ
て
、

々
な
苦
し
み
の
中
に
い
る
衆
生
を

救
濟
す
る
爲
に
か
つ
て

い
神
々
が
地
上
に

し
た
經
典

と
し
て
、
靈
寶
經
を

味
づ
け
て
い
る
。
ま
た
、

體

に
は

訣
・
科
戒
が
救
濟
の
方
法
と
し
て
考
え
ら
れ
て
い

る
。

少
な
く
と
も
一
部
の
古
靈
寶
經
典
に
こ
の
よ
う
な
靈
寶
經

が

在
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
古
靈
寶
經
が
作
ら
れ
始
め
た
と
さ
れ

る
東
晉
末
の
社
會

勢
と
照
し
合
せ
て
考
え
れ
ば
、
十
分

得
が

い
く
で
あ
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
、
古
靈
寶
經
の
中
に
は
、
現
行
本
を
見
る
限
り
、
こ

れ
ま
で
考
察
し
た
「
十
部
妙
經
」
に
見
え
る
經
典

と
は
異
な
る

考
え
を
示
す
經
典
も
含
ま
れ
て
い
る
。
例
え
ば
『
太
上
玄
一
眞
人

妙

轉
神
入
定
經
』（
Ｈ
Ｙ
三
四
七
）
で
は
、
眞
人
が
葛
仙
公
に

對
し
て
、「
吾
受
太
上
命
、
使
授
子

誡
妙
經
、
演
法

敎
。
事

三
七

古
靈
寶
經
に
見
え
る
經
典



妙
極
此
。
其

於
太
上
紫
微
宮
中
（
吾

太
上
の
命
を
受
け
、

子
に

誡
妙
經
を
授
け
、
法
を
演
べ
敎
を

か
し
む
。
事
の
妙
此

に
極
ま
れ
り
。
其
の

太
上
紫
微
宮
中
に

す
）」
云
々
（
八

ｂ
）
と

べ
て
い
て
、
そ
の
經
典
自
體
を
天
界

藏
の
經
典
と
す

る
考
え
が
見
え
る
。
ま
た
、
神

な

字
か
ら

る
「
天
書
」
と

い
う
考
え
に
重
き
を
置
か
な
い
、『
太
上
洞
玄
靈
寶
智

定
志

微
經
』（
Ｈ
Ｙ
三
二
五
）
の
よ
う
な
經
典
も
あ
り15

）、
こ
れ
ら
の
中
に

看
取
さ
れ
る
經
典

は
、「
十
部
妙
經
」
の
設
定
に
窺
え
る
靈
寶

經

と
は
異
な
る
。
こ
の
よ
う
に
古
靈
寶
經
に

在
す
る
靈
寶
經

が
一
元

で
な
い
こ
と
は
、
古
靈
寶
經
が
東
晉
末
か
ら
劉

中

葉
に
か
け
て
の
變
轉
推
移
す
る
時
代
の
中
で
展
開
し
て
き
た
こ
と

と
無
關
係
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
但
し
、
そ
れ
に
つ
い
て
の
考
察

は
、
今
後
の
靈
寶
經

究
の
課
題
と
し
た
い
。

１
）

古
靈
寶
經
に
關
す
る

な
先
行

究
と
し
て
は
、
陳
國
符
氏

「
靈
寶
經
考
證
」（『

藏
源
流
考
』
新
修
訂
版
、
北
京
中
華
書
局
、

二
〇
一
四
年
）、
福
井
康
順
氏
「
靈
寶
經
の

究
」（『
福
井
康
順

作
集
』
第
２

、
法
藏

、
一
九
八
七
年
）、
大
淵

爾
氏

『

敎
と
そ
の
經
典
』（
創

社
、
一
九
九
七
年
）、
小
林
正
美
氏

『
六

敎
史

究
』（
創

社
、
一
九
九
〇
年
）、
神

淑
子
氏

『
六

敎
思
想
の

究
』（
創

社
、
一
九
九
九
年
）、
同
氏

『

敎
經
典
の
形

と
佛
敎
』（
名
古
屋
大
學
出
版
會
、
二
〇
一
七

年
）、B

o
k
en
k
a
m
p
,S
.R
.
“S
o
u
rces

o
f
T
h
e
L
in
g
-P
a
o

S
crip

tu
res.”

M
.strick

m
a
n
n
ed
.,
T
an
tric

an
d
T
aoist

stu
d
ies

in
h
on
ou
r
of

R
.A
.stein

,
B
ru
x
elles;In

stitu
te

B
elg
e
d
es
H
a
u
tes

E
tu
d
es
C
h
in
o
ises,v

o
l. 2,

1983,p
p
. 434

486,

等
が

げ
ら
れ
る
。

年
で
は
、
王
承

氏
『
敦
煌
古
靈

寶
經
與
晉

敎
』（
北
京
中
華
書
局
、
二
〇
〇
二
年
）、
同
氏

『

敎
儀
式
與
古
靈
寶
經

究
』（
中
國
科
學
出
版
社
、
二
〇

一
七
年
）、
謝
世
維
氏
『
天
界
之

：

魏
晉
南
北

靈
寶
經
典

究
』（
臺
灣
商
務
印
書

、
二
〇
一
〇
年
）、
劉
屹
氏
『
敦
煌

敎

與
中
古

敎
』（
甘

敎
育
出
版
社
、
二
〇
一
三
年
）、
同
氏
『

敎

史
與

究
』（
博
揚

、
二
〇
一
五
年
）、
王

皓

氏
『
析
經
求
眞
｜
陸
修
靜
與
靈
寶
經
關
係
新
探
』（
北
京
中

華
書
局
、
二
〇
一
七
年
）
等
の

究
も
あ
る
。
古
靈
寶
經
に
關
す

る

期
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
の
先
行

究
に
つ
い
て
は
、
劉
屹

氏
が

書
『
六

敎
古
靈
寶
經

史
學

究
』（
上

古

出
版
社
、
二
〇
一
八
年
）
の
序

（
一
一
〜
一
六
四
頁
）
に
詳
し

く
紹
介
し
て
い
る
。

（
２
）

陸
修
靜
は
元
嘉
十
四
年
と
泰
始
七
年
（
四
七
一
）
の
二
回
、
靈

寶
經
の
目

を

纂
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
敦
煌
本
「
靈

三
八

古
靈
寶
經
に
見
え
る
經
典



寶
經
目

」
が
陸
修
靜
の
二
つ
の
目

の
い
ず
れ
に
依
る
か
と
言

う
問
題
に
つ
い
て
、
大
淵

爾
氏
は
元
嘉
十
四
年
の
目

で
あ
る

と
す
る
が
、
小
林
正
美
氏
、
劉
屹
氏
ら
は
『
笑

論
』
等
の
佛
敎

側
の

に
見
え
る
陸
修
靜
の
靈
寶
經
目

に
關
す
る
記

か
ら
、

泰
始
七
年
の
目

で
あ
る
と
推
定
し
て
い
る
。
各
氏
の
見
解
に
つ

い
て
は
、
以
下
を
參
照
。
大
淵

爾
氏

書
（
一
九
九
七
年
）

第
二

の
七
三
〜
八
八
頁：

小
林
正
美
氏

書
（
一
九
九
〇

年
）
第
一

第
三

の
一
三
九
〜
一
五
二
頁
、
劉
屹
氏

書

（
二
〇
一
五
年
）
三
、
古
靈
寶
經

基
礎

究：

「
敦
煌
本
〞
靈
寶

經
目

〝

究
」（
一
四
一
〜
一
七
二
頁
）。
本
稿
で
は
、
敦
煌
本

「
靈
寶
經
目

」
は
、
泰
始
七
年
に
敕
命
に
よ
り

纂
さ
れ
た

『
三
洞
經
書
目

』
の
中
の
靈
寶
經
典
目

の

容
を
傳
え
る
も

の
と
し
て

う
。

（
３
）

“O
n
K
u
L
in
g
-P
a
o
-C
h
in
g
”,
in
A
cta

A
sian

tica
n
o
.27,

to
k
y
o
,
1974,

p
p
. 35

50

。

（
４
）

こ
の
二
つ
の
敦
煌
寫
本
に
つ
い
て
は
、
大
淵

爾
氏

『
敦
煌

經
・
圖

』（
福
武
書
店
、
一
九
七
九
年
）
の
七
二
五
頁
下

段
〜
七
二
七
頁
下
段
に
寫
眞
圖
版
が
收

さ
れ
て
い
る
。

（
５
）

王
承

氏
は
、
陸
修
靜
の
「
目
序
」
は
、「
天

」
信
仰
を
神

學
の
中
核
と
す
る
一
種
の
典
型

な
古
靈
寶
經
の
宇
宙
生

を

根
據
と
し
て
い
る
と
す
る
。
王
承

氏

書
（
二
〇
〇
二
年
）

第
六

第
三

、
同
氏
論

（
佐
野

子
氏
譯
）「
靈
寶
「
天

」

信
仰
と
古
靈
寶
經
敎
義
の
展
開
」（『
中
國
宗
敎

究
』、
臨

川
書
店
、
二
〇
〇
七
年
）、
同
氏
論

「
陸
修
靜

敎
信
仰
從
天

師

向
靈
寶
經
轉
變
論
（
上
）」（『
宗
敎
學

究
』
二
〇
一
四
年

第
二
期：

後
、

の
『

晉

敎
儀
式
與
古
靈
寶
經

究
』
第

五

に
收

）
參
照
。
神

淑
子
氏
は
、「
目
序
」
中
の
「
開
劫

度
人
」

の

が
、
古
靈
寶
經
の
『
太
上
洞
玄
靈
寶
智

罪
根

上
品
大
戒
經
』（
Ｈ
Ｙ
四
五
七
）
中
の
「
開
劫
度
人
」

を

承

す
る

容
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
、「
目
序
」
中
の

〜
上
皇
ま

で
の
年
號
は
、

て
古
靈
寶
經
中
に
見
え
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。

神

淑
子
氏
論

「
靈
寶
經
に
お
け
る
經
典
神

の
論
理
｜
元

始
舊
經
の
「
開
劫
度
人
」

を
め
ぐ
っ
て
」（『
名
古
屋
大
學

學

部
論
集
・
哲
學
51
』
二
〇
一
一
年：

後
、
同
氏

書
（
二
〇
一

七
年
）
第
一

第
二

に
收

）。

（
６
）

本
來
、
古
靈
寶
經
が
、
從
來
考
え
ら
れ
て
き
た
よ
う
な
敦
煌
本

「
靈
寶
經
目

」
に
見
え
る
「
元
始
舊
經
」
と
「
仙
公
新
經
」
の

新
舊
二
系
統
の
靈
寶
經
典
か
ら
構

さ
れ
る
經
典

で
は
な
い
、

と
考
え
ら
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
拙

『
六

江
南

敎
の

究
』（
早
稻
田
大
學
エ
ウ
プ
ラ
ク
シ
ス
叢
書
、
早
稻
田
大
學
出
版

部
、
二
〇
一
九
年
）、
第
２

第
５

「
十
部
妙
經
」
と
「
元
始

舊
經
」、
に
お
い
て
論
じ
て
い
る
。

（
７
）
「
目
序
」
に
示
さ
れ
る
陸
修
靜
の
靈
寶
經
の
神
學
が
、『

玉

字
』
そ
の
他
の
古
靈
寶
經
中
に
見
え
る
「
天

」
信
仰
を
基
礎
と

し
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
王
承

氏
が
つ
と
に
指
摘
し
て
い

る
。
王
氏
の
先
行

究
に
つ
い
て
は
、
本
稿
の

５
）參
照
の
こ

三
九

古
靈
寶
經
に
見
え
る
經
典



と
。

（
８
）
『

玉
字
』
で
は
「
天
書
」
に
關
し
て
、「
天
書
玉
字
、
凝
飛

玄
之

、
以

靈

、
合
八
會
以

、
和
五
合
而

（
天
書

玉
字
は
、
飛
玄
の

を
凝
じ
、
以
て
靈

を

し
、
八
會
を
合
し

以
て

を

し
、
五
合
を
和
し
て

を

す
）。」（

一
、
一

ａ
）、「

天

自
然
玉
字
、

天
之
中
大
梵

語
。
結
飛
玄
之

、
合
和
五
方
之

（

天

自
然
玉
字
は
、

天
の
中
の
大

梵

語
。
飛
玄
の

を
結
び
、
合
し
て
五
方
の

を
和
す
）」

云
々
（

三
、
六
ａ
）
な
ど
と
見
え
る
。

（
９
）

こ
れ
ま
で

先
學
に
よ
り
、
古
靈
寶
經
中
に
散
見
す
る
「
十
部

妙
經
」
は
、「
元
始
舊
經
」
と
同
義
の
用
語
で
あ
る
よ
う
に
考
え

ら
れ
て
き
た
。
小
林
正
美
氏

書
（
一
九
九
〇
年
）
第
一

第

二

四
、
大
淵

爾
氏

書
（
一
九
九
七
年
）
第
二

四
參
照
。

こ
れ
に
對
し
筆

は
、
古
靈
寶
經
中
の
「
十
部
妙
經
」
が
陸
修
靜

の
考
え
る
「
元
始
舊
經
」
と
同
義
の
用
語
で
は
な
い
こ
と
を
、

の
拙

（
二
〇
一
九
年
）
第
２

第
５

で
指
摘
し
て
い
る
。

（
10
）

嚴
東
は
『
度
人
經
』
四

本

三
で
「
五

」
の
語
に
「
五

、

眞

、
赤
書
玉
字
也
」（
七
ａ
）
と

を
附
し
て
お
り
、
こ
こ
か

ら

推
し
て
こ
の
「
玉
字
」
は
「
靈
寶
眞

」
を
指
す
と
考
え
ら

れ
る
。

（
11
）
「
十
部
妙
經
」
の

體

な

容
が
、
眞

の

訣
、
科
戒
で

あ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、

の
拙

（
二
〇
一
九
年
）
第
２

第
５

で

證
し
て
い
る
。
ま
た
、
神

淑
子
氏
の

論

（
二
〇
一
一
年
）
で
は
、「
十
部
妙
經
」
の

體

な

容
と
し
て

の
言

は
な
い
が
、「
開
劫
度
人
」

に
關
す
る
議
論
の
中
で
、

天

の
「

去
」
後
に
、
戒
が
地
上
に

さ
れ
る
こ
と
が
指
摘
さ

れ
て
い
る
。

（
12
）

神

淑
子
氏

論

（
二
〇
一
一
年
）。

（
13
）
「
十
部
妙
經
」
に
示
さ
れ
る
、
靈
寶
經
が
衆
生
救
濟
の
爲
に
地

上
に

さ
れ
た
經
典
で
あ
る
、
と
い
う
經
典

は
、
現
實
に
存
在

す
る
靈
寶
經
典
の
正
統
性
を
示
す
も
の
で
も
あ
り
、
そ
れ
は
『
度

命
妙
經
』

體
の
構

か
ら
も
窺
え
る
。

ち
『
度
命
妙
經
』
で

は
、
五
方
國
土
で
天

が

く
「

去
」
後
の
五
濁
の
世
は
、
經

典
中
で
は
上
皇
の
時
代
の

い
將
來
の
こ
と
と
し
て
設
定
さ
れ
て

い
る
。『
度
命
妙
經
』
の
中
で
は
、
こ
の
上
皇
の
時
代
に
ま
だ
天

は
「

去
」
し
て
い
な
い
が
、
こ
の
時
代
は
そ
の
後
に
來
る
天

「

去
」
後
の
世
、

ち
、
古
靈
寶
經
の

纂
當
時
に
つ
な
が

っ
て
い
る
。
そ
こ
か
ら
、
現
實
に
地
上
に
存
在
す
る
古
靈
寶
經
と

は
、
か
つ
て
天

が
地
上
を
去
る
に
際
し
て
衆
生
救
濟
の
爲
に
地

上
に

し
た
經
典
で
あ
る
と
い
う
、
古
靈
寶
經
の
作

が
設
定
し

た
靈
寶
經
の

源
と
そ
の
神

性
、
正
統
性
の
根
據
を
見
出
す
こ

と
が
で
き
る
。

（
14
）
『
天
書
經
』

下
の
「
十
部
妙
經
」
に
關
す
る
記

部
分
に
後

世
の
加
筆
・
改
訂
が
疑
わ
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、

の
拙

（
二
〇
一
九
年
）
第
2

第
5

で
言

し
て
い
る
。

（
15
）

他
の
古
靈
寶
經
で
は
、
天
眞
に
よ
る

解
な
天

の
飜
譯
・
解

四
〇

古
靈
寶
經
に
見
え
る
經
典



を
重

す
る
が
、『
太
上
洞
玄
靈
寶
智

定
志

微
經
』
で
は
、

「
經
」
と
は
敎
え
が

か
れ
る
以

に

字
や
符
の
形
で
存
在
し

て
い
る
も
の
で
は
な
く
、

か
れ
た
敎
え
が
「
經
」
で
あ
る
と
い

う
、
他
の
古
靈
寶
經
と
異
な
る
考
え
を
示
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
劉

屹
氏
は
、
こ
の
經
典
が
古
靈
寶
經
の
中
で
も

い
時
期
に

立
し

た
經
典
で
あ
る
と
推
定
す
る
。
同
氏
「
古
靈
寶
經
戒
律
思
想

發

展
脈
絡
」（『
敦
煌
寫
本

究
年
報
』
第
十
號
、
二
〇
一
六
年
）
二

一
九
〜
二
三
〇
頁
參
照
。

（
本
稿
は
、
日
本

敎
學
會
第
六
九
回
大
會
（
二
〇
一
八
年
、
一

一

一
〇
日
、
於
廣
島
大
學
）
で
口
頭
發
表
し
た

容
を
あ
ら
た

め
て
論

に
し
た
も
の
で
あ
る
。）
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